
 教員名 大石 恵 所属学科  経済学科 

【ゼミでは何を学ぶのか】 

ゼミでは、2年半の活動を通じて、世界経済を見る目を養っていきます。まず、世界

経済の変化について、その後、アジア各国・地域の政治・経済・歴史について、テキス

トを輪読しながら学んでいきます。4年次では、2・3年次に学習した内容をふまえて、

学生が各自で研究テーマを設定し、卒業論文の完成を目指して調査・研究を行います。 

【どのように学ぶのか】 

 ゼミでは、以下の内容を行います。 

(1) 2年次（基礎演習） 

・課題図書に関するレポート作成と発表（基礎知識の習得、プレゼンテーションの

練習） 

・一般経済史の基本文献の輪読、討論（演習Ⅰへ向けた準備） 

 (2) 3年次（演習Ⅰ） 

・アジア経済に関する基本文献の輪読、討論 

・進級論文の準備、発表（3年次12月までに完成） 

・日本経済新聞社主催・全国学生対抗円ダービーへの参加（社会、経済を見る目を

養うため） 

・学生懸賞論文への参加（卒業論文の執筆に向けた準備） 

 (3) 4年次（演習Ⅱ） 

・卒業論文の準備、発表（時間外の個別指導あり） 

・卒業論文の完成（4年次12月） 

 (4) 全学年共通 

・『日本経済新聞』に掲載された記事の紹介・解説（社会、経済を見る目を養うた

め） 

【学んだことはどのように生かせるのか】 

ゼミでは、貿易、国際通貨体制、南北問題など世界経済に関する基本的な項目を学ん

だ上で、主にアジア地域の政治・経済・歴史について学習を進めていきます。アジア地

域に関する知識だけでなく、プレゼンテーションやデータの収集・整理なども習得して

いきます。 

【おすすめの入門書・基本テキスト】 

伊東光晴『経済学は現実にこたえうるか』岩波書店、1984年。 

入江昭（篠原初枝訳）『太平洋戦争の起源』東京大学出版会、1991年。 

スーザン・ストレンジ（西川潤・佐藤元彦訳）『国際政治経済学入門―国家と市場』東

洋経済新報社、1994年。 

【まだ見ぬ君へのメッセージ】 

 自分にとっての常識は、他者にとっての非常識かも知れません。自分とは異なる意見

にも積極的に耳を傾け、視野を広げていってください。 

                                              


